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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
３

月
２

１
日

( 月
・

祝
)  

 
快

晴
 

◇
参

加
者

；
 

青
木

宏
充

、
塩

川
真

武
（

関
電

エ
レ

ハ
ウ

ス
で

車
中

泊
）

 

山
口

泰
弘

、
梶

野
照

雄
。
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３
月

１
６

日
に

単
独

で
増

床
部

を
荷

揚
げ

し
よ

う
と

し
た

が
、

あ
ま

り
の

積
雪

の
多

さ
で

途
中

断
念

。
窓

を
２

箇
所

設
置

す
る

計
画

の
松

本
さ

ん
は

、

２
１

日
に

予
定

し
て

い
た

窓
の

荷
揚

げ
も

、
都

合
で

延
期

と
な

っ
た

が
、

青

木
さ

ん
が

行
っ

て
く

れ
る

と
い

う
の

で
、
荷

揚
げ

、
組
み

立
て

を
決

定
し

た
。

 

１
９

日
に

山
口

さ
ん

参
加

の
連

絡
が

あ
り

、
合

計
３

名
と

な
っ

た
の

で
１

梱
包

に
し

て
い

た
床

材
を

２
梱

包
に

包
み

直
し

た
。

 

 

 
 

 
 

 
 

１
６

日
の

様
子

 
 

 
 

 
朝

、
関

電
エ

レ
ハ

ウ
ス

で
 

 
 

太
尾

登
山

口
で
 

 ２
０

日
の

夕
方

、
青

木
さ

ん
か

ら
「

塩
川

君
も

参
加

す
る

の
で

、
朝

食
と

昼
食

を
用

意
し

て
ほ

し
い

」
と

連
絡

が
あ

り
、

急
遽

、
近

所
の

ス
ー

パ
ー

ま

で
買

い
出

し
に

行
く

。
 

午
前

７
時

に
関

電
エ

レ
ハ

ウ
ス

に
到

着
、

前
夜

車
中

泊
の

青
木

、
塩

川
両

氏
の

出
迎

え
を

受
け

る
。
買

っ
て

き
た

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

や
ク

ロ
ワ

ッ
サ

ン
と

、

朝
淹

れ
て

き
た

コ
ー

ヒ
ー

で
朝

食
を

と
っ

て
も

ら
う

。
 

７
時

３
０

分
、
山

口
さ

ん
が

到
着

、
初

対
面

の
塩

川
君

と
挨

拶
し

た
の

ち
、

青
木

、
梶

野
車

に
分

乗
し

、
２

台
で

太
尾

登
山

口
に

向
か

う
。

 

登
山

口
ま

で
の

林
道

に
は

、
先

日
あ

っ
た

積
雪

も
な

く
、

す
で

に
落

石
除

去
作

業
が

行
わ

れ
て

い
る

よ
う

で
、

前
回

置
い

て
あ

っ
た

小
型

重
機

の
置

き

場
所

が
変

わ
っ

て
い

た
。

 

午
前

８
時

半
過

ぎ
に

登
山

口
を

出
発

、
山

口
、

塩
川

両
氏

は
、

床
材

を
、

青
木

さ
ん

は
自

作
の

標
識

を
、

私
は

工
具

と
ア

ル
ミ

ア
ン

グ
ル

を
担

ぎ
、

積

雪
の

状
態

を
心

配
し

な
が

ら
歩

を
進

め
た

。
 

尾
根

筋
ま

で
登

る
と

、
強

い
西

風
が

吹
い

て
、

気
温

も
低

く
、

指
先

が
痛

く
な

り
手

袋
を

２
重

に
す

る
。

お
そ

ら
く

氷
点

下
だ

っ
た

と
思

う
。

落
葉

し

た
木

々
に

３
㎝

程
の

霧
氷

が
ビ

ッ
シ

リ
付

い
て

い
て

、
桜
満
開

と
見

ま
が

う

ば
か

り
。
澄

み
切

っ
た

青
空

に
全

山
霧

氷
の
美

し
い
景
色

に
し
ば

し
見

と
れ

た
。

 

 

 
 

 
 

 

登
山

口
出

発
 

 
 

 
花

が
咲

い
た

よ
う

な
霧

氷
 

 
釈

迦
ケ

岳
と

霧
氷

（
塩

川
）
 

  



 2 

 
 

 
 

 

千
丈

平
で

鹿
が

食
事

中
 

 
 

深
仙

宿
小

屋
に

到
着

 
 

 
灌

頂
堂

で
お

参
り

（
塩

川
）
 

 

旧
道

分
岐

、
古
田

の
森

、
千
丈

平
で
休
憩

し
て

、
ほ
ぼ

標
準
タ

イ
ム

で
深

仙
宿

小
屋

に
着

い
た

。
灌
頂
堂

の
扉

を
開

け
簡
略
般
若

心
経

で
お

参
り

す
る

。
 

し
ば

ら
く
休
憩

し
た
後

、
青

木
さ

ん
は

標
識

を
も

っ
て
南
へ

、
他

の
３

名

で
増

床
部

の
組

み
立

て
を
始

め
る

。
一

時
間

も
た

た
な

い
う

ち
に

青
木

さ
ん

が
戻

っ
て

く
る

。
１

２
時

を
少

し
過

ぎ
て

い
た

の
で

お
昼
ご
飯

に
す

る
。
少

し
風

は
あ

る
が

、
小
屋

の
中

よ
り
屋
外

の
日
当

た
り

の
方

が
暖

か
い

よ
う

な

の
で

、
小
屋

前
の
倒

木
に
腰

を
下
ろ

し
て

そ
れ
ぞ

れ
食
事

を
と

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

床
材

の
梱

包
を

解
く

 
ア

ン
グ

ル
の

組
み

立
て

 
ほ

ぼ
組

み
あ

が
っ

た
脚

部
（

塩
川

）
 

 
 

 
 

 

床
材

の
ネ

ジ
止

め
 

 
 

 
完

成
し

た
増

床
部

 
 

 
マ

ッ
ト

を
敷

く
（

塩
川

）
 

午
後

か
ら

は
、
脚

部
の
ボ

ル
ト
締

め
付

け
、

床
材

の
ネ
ジ
止

め
、
高

さ
調

整
の

た
め
足

の
切

断
を
済

ま
せ

、
増

床
部

は
完

成
し

た
。
確
認

の
た

め
塩

川

君
に
横

に
な

っ
て

も
ら

っ
た

。
増

床
部

と
既
存

の
床

を
合

わ
せ

る
と

１
７
５

cm
×

１
５

０
cm

に
な

り
、
身
長

が
１

７
０

cm
ま

で
の
人

な
ら

、
２
人
（
詰

め
れ
ば

３
人

）
が
横

に
な

れ
る

。
次

回
は
こ

の
北
側

に
１

９
５

cm
×

６
０

cm
増

や
す

予
定

で
あ

る
。
小
屋

の
梁
上

に
２
×

２
４

cm
の
板

が
あ

り
、
長

さ
も
十

分
な

の
で
こ

れ
を

床
材

と
し

て
使

用
す

る
つ

も
り

に
し

て
い

る
。

 

 
 

 
 

 

モ
デ

ル
は

塩
川

君
 

 
 

相
変

わ
ら

ず
煙

が
す

ご
い

 
 

 
小

屋
裏

の
材

木
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青
木

さ
ん

の
標

識
 

 
 

 
五

角
仙

と
思

わ
れ

る
場

所
 

 
四

天
石

の
下

部
に

窟
（

山
口

）
 

 作
業
終
了

、
後
片

付
け

と
掃

除
を

し
て

小
屋

を
出

る
。

小
屋
裏

に
あ

る
材

木

を
確
認

し
て

み
る

と
、

６
×

３
㎝

、
長

さ
が

２
．

３
ｍ

の
荒

材
が

２
０

本
以

上
あ

り
、

１
ｍ

程
の
物

も
数

本
あ

る
。

窓
の

設
置

の
際

に
使

え
る

の
で

は
な

い
か

と
話

し
合

っ
た

。
 

青
木

さ
ん

が
標

識
を
見

て
ほ

し
い

と
い

う
の

で
、
ザ

ッ
ク

を
置

い
て
南
へ

向

か
う

。
聖
天

の
森

と
五
角
仙

と
思

わ
る

場
所

に
標

識
が

設
置

さ
れ

て
い

た
。

ど
ち

ら
も
大

変
眺
望

に
恵

ま
れ

た
場

所
で

、
大

日
岳

ほ
ど
離

れ
て

い
な

い
の

で
、

都
津
門

で
あ
ろ

う
穴

や
四
天

石
の

下
部

に
あ

る
窟

も
は

っ
き

り
と
確
認

で
き

た
。

 

小
屋

に
戻

り
、
午
後
二

時
過

ぎ
に
深
仙
宿

を
離

れ
る

。
小
屋
内

の
気

温
は
４
℃

だ
っ

た
。

 

関
電

エ
レ

ハ
ウ

ス
に
戻

り
、

青
木

さ
ん

が
沸

か
し

て
く

れ
た

お
湯

で
コ

ー
ヒ

ー
を
頂

き
、
各

自
、
帰
路

に
つ

い
た

。
 

今
回

は
、
最

初
２
人

で
の

予
定

だ
っ

た
が

、
山

口
さ

ん
が

参
加

し
て

下
さ

っ

て
、

お
ま

け
に

前
日

も
南
奥
駈

道
の
巡
視

に
加

わ
っ

た
塩

川
君

が
車

中
泊

で

参
加

し
て

く
だ

さ
り

、
大

変
心

強
か

っ
た

。
 

先
日

の
積

雪
も

ほ
ん

の
数

か
所
残

っ
て

い
る

だ
け

で
、

歩
き

や
す

か
っ

た

事
も

あ
り

、
想

定
し

た
時
間

で
作

業
を
終

え
る
こ

と
が

で
き

た
。

参
加

者
の

皆
様

に
お
礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 

 

 
 

 

 
 

荷
揚

げ
途

中
で

 
 

 
 

 
深

仙
宿

出
発
 

注
; 写

真
説

明
下

の
括

弧
内

は
撮

影
者

名
。
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動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

0
7 ：

0
0
関

電
エ

レ
ハ

ウ
ス

0
7 ：

4
5
→

0
8 ：

2
0
太

尾
登

山
口

0
8 ：

3
3
→

1
0
：

2
0
千
丈

平
→

1
1 ：

0
0
深
仙
宿
・
作

業
1
3 ：

0
0
→
聖
天

の
森
・
五
角
仙
→

1
4
：

1
0
深
仙
宿
→

太
尾

登
山

口
1
6
：

4
0
→

1
7
：

1
0
関

電
エ

レ
ハ

ウ
ス

 
 

 
( 記

 
梶

野
) 

 


